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５％以上削減

4

・２１年度４月から１０月
までで150,500枚の紙を
使用したが、平成２２年
度同期では113,500枚
となり２５％削減。

・校内文書の裏紙活
用、作成冊子の内容
精選、ファイル共有の
活用することでの
ペーパレス、コピーや
プリンタ使用時の金
額表示等が効果的で
あった。

３％以上削減

昨年並み

増加

2

・新規採用教員、臨時
的任用教員を除く１月
から１０月までの平均取
得時間９．３日。１２か月
に換算すると１１．２日と
なった。

・昨年度の年休取得
９．６日から比べると
増加になるが、充分
な業務改善が行われ
たとは言えない。長期
休業中の計画年休取
得に向けての働きか
けが必要である。

年休取得平均１３日以上

年休取得平均１０日以上

年休取得平均昨年並み業
務
改
善

　朝１時間、夜３時間の時間
外労働をしている職員がお
り、職員の年休取得平均が
９．６日であった。一部の職
員への負担偏重、年休を取
りやすい職場の環境作りに
課題がある。

⑨加重労働に
よる健康障害防
止。

・　職員の年休取
平均年間１５日以
上の達成。
・校務分掌の見
直し、役割分担
の明確化。

・体育行事の学年
分担。
・当番業務の確実
実施
◎計画年休取得の
実施。

年休取得平均１５日以上

　校内文書の精選と減量化
が不十分。用紙を一昨年３０
万枚、昨年２６万枚使ってい
る。

⑩校内文書の
精選。

・　職員向け文書
の裏面利用とＡ
版化
・　用紙の両面使
用
・　校内文書の必
要度の見直し。

◎用紙の使用５％
削減

・９９％楽しいと受け止
めている児童のいる学
級と、５４％しか楽しいと
受け止めていない学級
があるので原因究明が
必要である。複数教員
でその学級を支援する
体制をとりたい。

ー
・本日の講演で講師の方
が言われたように、親は人
権教育をすべて学校に任
せきりではいけない。

８０％以上が自己肯定感をもつ

７０％以上が自己肯定感をもつ

自己肯定感をもつが７０％未満

⑧教育相談体
制の充実を図
り、不登校０い
じめ０を続けま
す。

・　全児童との
教育相談、そう
だんアンケート
を実施。
・　全校体制に
よる個別支援。
・支援チーム会
議を開き、組織
として対応しま

・全児童との教育
相談（年３回）
・児童アンケート実
施
◎自己肯定感をも
つ児童９０％

９０％以上が自己肯定感をもつ

ー

・自己肯定感の集計が
１１月になるので評価点
を記述していない。「学
校は楽しいですか」とい
う児童アンケートの結果
は、昨年度末が９１．
７％であったが、今年度
前期は８７．２％と５％減
少している。

2

・平成２０年の基準年の
前期１４件と同数で、取
組をはじめる前に後退
してしまった。３分の１は
６月であり、ケガがが増
えているという危機感を
もったが、対応が後手
に回ってしまった。

・ケガの原因を調べ同じ
ことをくり返させない個
別の指導を継続するだ
けでなく、廊下歩行指
導の意味の理解などを
することでケガが集中し
ている学年の落ち着い
た行動を促す。

2

・当事者に振り返りをさせるだけで
なく、ケガの様子や原因を全校児
童に伝えることで、ケガが少なくな
るのではないか。
・禁止事項を増やすだけでなく、
遊びをとおして大きなケガをしな
い防衛能力を付けるべきである。

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り

　本校は、スポーツ振興
センターの統計でケガの
発生率が多い。昨年の取
り組みで半減するが、い
まだに不用意なケガが多
い。

⑦交通事故０、
けが０をめざし
します。

・　ＫＹＴ学習（あ
んしん教室）を
実施。
・　安全な廊下
歩行を指導。
・　被災時の振
り返りを児童と
行い、指導に生
かす。
・　交通ルー

・病院で治療の必
要なケガ（スポーツ
振興センター調べ）
で基準年となる平
成２０年より５％減
少

５％減少

３％減少

変化無し

増加

　不登校１いじめで指導し
た件数が２である。また、
不登校傾向児童５名、い
じめについての要注意児
童２名在籍している。

・１年いも栽培、幼稚園
との交流他４体験、２年
生野菜栽培他２体験、３
年生校区たんけん他２
体験、４年生ゴーヤ栽
培他４体験、５年生ヨモ
ギ団子他２体験、６年福
祉学習他３体験、全体
で２４の体験活動を行っ

・体験の種類や回数
は充分であるが、そ
の体験に地域の人材
活用や、岡原遺跡の
学習のように三井小
学校ならではの学習
を充実していきたい。

4

・市や県で表彰されるくら
いの「緑のカーテン」の活
動がすばらしい。自分が
作ったゴーヤなら食べるこ
とができるようになる。

・身近な体験活動も大切にしてほ
しい。
・地域の人材をもっと活用すると、
体験のが高まり体験の広がりも出
てくる。地域は、学校のために協
力したがっている。

全校で、１０回以上の体験活動を
実施

全校で、８回以上の体験活動を実
施

全校で、６回以上の体験活動を実
施

　昨年度、全国学力調査
の結果、本校の児童は基
礎的・基本的な内容は全
国平均以上に習得してい
るが、活用力に課題があ
り、体験不足により応用
ができないと考える。そこ
で、知識・理解が生きて働
く場として体験活動を学

⑥体験活動を
しっかり取り入
れます。

・地域の人材
や、専門家を活
用した学習を行
います。
・キャリア教育
の視点からも、
体験活動を見
直します。

・これまでの活動を
見直し、学年２回以
上の体験活動を実
施します。

全校で、１２回以上の体験活動を
実施

4

・９１％分かりやすく楽
しいと受け止めている
児童のいる学級と、４
８％しか分かりやすく
楽しいと受け止めて
いない学級があるの
で原因究明が必要で
ある。複数教員でそ
の学級を支援する体

3
授業への肯定的評価７０％以上

授業への肯定的評価６０％以上

授業への肯定的評価５０％未満

⑤教師の授業
力の向上を目
指します。

・　進んで授業
公開。

・教員一人一回以
上授業公開
・保護者による授
業評価
◎「教師への観察
項目」肯定的評価
８０％以上

授業への肯定的評価８０％以上

3

・保護者アンケート「お
子さんは、授業が分かり
やすく楽しいと言ってい
る」７５．３％「先生は、
地域の人材や専門家を
活用するなど工夫した
指導をしている」７１．
９％の肯定的評価をい
ただいている。本年度よ

4

・図書委員会の貸し出
し数調べ、ＰＴＡ予算に
児童図書費の枠を設け
魅力のある本が増えた
こと、ブックトークと児童
による選書会、学級で
の熱心な読み聞かせ
（前期１１９回）により、昨
年同期より23％貸し出

・絵本作家によるお話会
（１１月）開催。（５年次）
・山口県ＰＴＡ連合会の
研究指定校「家庭・学
校・地域の連携で、子ど
もに読書の楽しさを伝え
るＰＴＡ活動」の研究推
進を行う。

4
・本年度力を入れられて
いる読み聞かせは、読書
範囲を広げる良い取組で
ある。

学
力
の
向
上

　学力向上の長期的な課
題として、読解能力の向
上が必要である。
　図書の貸し出し冊数は
多くなったが、読書の範
囲が偏っており、読書の
範囲を広げていきたい。

④読書の楽しさ
を伝え、読書習
慣が身に付くよ
うにします。

・　まず、親や
教師が読書す
る姿を見せる。
・　多様な読書
ができるよう
に、読み聞かせ
の実施や選書
会の開催。
・　児童文学作

・児童、保護者アン
ケート
◎親子読書達成保
護者５０％、教師の
読み聞かせ１００％
・図書貸し出し冊数
調べ

図書貸し出し数アップ１０％以上

図書貸し出し数アップ５％以上

図書貸し出し数アップ０％

図書貸し出し数減少

　昨年度の授業評価では
学級によって、「授業が楽
しい」「教え方が分かりや
すい」という項目に大きな
差があった。

・児童アンケートによる
と、７３．５％の児童が
「やさしい言葉を一日２
０回言っている」と答え
ている。また、本年度か
ら「うれしい言葉の木」
作りに取り組んでいる。

・「うれしい言葉の木」作
りを児童の運営委員会
の取組に支援するという
形で、児童の主体的な
活動にしていきたい。

3
やさしい言葉２０回達成７０％以上

やさしい言葉２０回達成５０％以上

やさしい言葉２０回達成５０％未満

　昨年度よりみんな仲良くな
るための積極的な「やさしい
言葉がけ」に取り組んでい
る。本年度も継続して取り組
みたい。

③正しい言葉遣
いができるよう
にする。

・　みんななか
よく、やさしい言
葉を２０回を実
践。
・　全校児童で
「うれしかった
言葉の木」を作
成。

・児童アンケート
◎やさしい言葉２０
回達成９０％以上

やさしい言葉２０回達成９０％以上

3

・児童アンケートによる
と、７４．２％の児童が
「明るいあいさつを一日
２０回している」と答えて
いる。また、地域の方や
保護者から三井小学校
の児童は「きちんと気持
ちの良いあいさつをよく
してくれます」との意見

・「保護者から子どもと
一緒に取り組みたい」
「あいさつを特に重点
を置いて取り組みた
い」という意見をいた
だいている。前向きな
取組を家庭に伝えて
いきたいと思う。

3

・毎日の見守り活動で感じ
ることは三井の子はあいさ
つは、どの地区の子どもよ
りよくしている。あいさつ
は、ぜひ身に付けなくて
はならない大切な習慣で
ある。スーパーで出会った
時、子どものあいさつにつ
られて、親もするように

あいさつ２０人達成率７０％以上

あいさつ２０人達成率５０％以上

あいさつ２０人達成率５０％未満

　朝のあいさつ運動を長
年継続しており、教師や
地域の方に対してはあい
さつできるようになってき
ている。一方で、子ども同
士のあいさつについて
は、自分からあいさつす
ることが少ない。

②児童同士が
自分から明るい
あいさつができ
るようにする。

・　進んで明る
い元気なあいさ
つ２０人を実
践。
・　各クラスでの
呼びかけ。
・　「あいさつ」
について全体
での講話や指

・あいさつ運動週１
回
◎児童アンケート
で２０人達成９０％
以上

あいさつ２０人達成率９０％以上

3

3

・保護者アンケートによると
「お子さんと『わが家のやく
そく』づくりをした」という回
答が７７．４％、児童アン
ケートでも７８．１％であっ
た。保護者の場合、昨年
後期の回答より２８％の向
上が見られる。学校や学
級での働きかけに、多くの
保護者が応えていただい

・意見欄を見ると２家庭
から「家庭のしおりとは
何か？いつ配布された
したですか」という記述
があった。９割以上の家
庭に協力頂けるため
に、アンケート結果の分
かりやすい速報を配布
したり、達成状況を児童
にチェックさせる等 啓

3
・「わが家のやくそく」などは、家庭
で当然やらなくてはならない事で
あることを、保護者に伝えていくべ
きである。

評価基準

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
育
成

　生活習慣は健康や体力・
学力向上のベースとなるも
のであり、長期的に取り組む
必要がある。
　全国学力・学習状況調査
から、ゲームやテレビを見過
ぎて家庭学習や家庭での読
書が少ないという実態が分
かった。家庭でのルールづく
りをＰＴＡで行う必要がある

①「早寝早起き
朝ごはん 本を
読んで外遊び」
運動を推進す
る。

・　ゲームやテ
レビ視聴のきま
りをＰＴＡと協力
して作成。
・授業を通して
生活習慣への
関心を深め保
護者にも啓発
する。

・「夢をはぐくむ家
庭の元気」を活用し
家庭教育について
見つめなおす。
◎保護者アンケー
トで家庭内での
ゲームやテレビ視
聴のきまりがある
家庭９０％以上

９０％以上作成

７０％以上作成

50％以上作成

50％未満

　　　　　　平成２２年度　光市立三井小学校　学校評価総括表　（平成２２年１０月実施）
評価基準 ４－達成　３－おおむね達成　２－もう少し　１－できな

校教育目標「やさしい子・考える子・たくましい子 自己評価書 学校関係者評価書


